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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 26,342 △35.5 588 △86.6 680 △85.2 47 △98.0

22年3月期第3四半期 40,814 21.6 4,383 55.9 4,598 58.5 2,346 △3.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 3.24 ―

22年3月期第3四半期 158.73 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 45,652 26,396 57.7 1,782.01
22年3月期 49,641 27,380 55.1 1,848.74

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  26,344百万円 22年3月期  27,331百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 10.00 ― 60.00 70.00
23年3月期 ― 10.00 ―

23年3月期 
（予想）

30.00 40.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,400 △26.0 800 △82.7 900 △81.6 △100 ― △6.76



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期短信【添付資料】P.3「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」及び本日別途公表いたしました
「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 14,783,900株 22年3月期  14,783,900株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  315株 22年3月期  196株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 14,783,640株 22年3月期3Q 14,783,704株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益は改善しつつありますが、物価は緩

やかなデフレ状況にあるなど、依然として厳しい状況が続いております。 

当社グループが携わるパチンコ業界におきましては、個人消費の冷え込みの影響を受け、顧客で

あるパチンコホールの収益は依然厳しい状況が続いております。このようななか、パチスロ遊技機

の業績は前年同期を上回り続け、安定した業績がホール経営企業から注目され、パチンコからパチ

スロへシフトする動きが出始めました。一方、１円パチンコ等の低貸玉営業は全国的に浸透し、差

別化をはかる動きが見られました。また、中古遊技機流通制度の変更や11月に開催されたＡＰＥＣ

に伴う遊技機入替自粛などによりパチンコ遊技機の販売台数は低調に推移いたしました。 

このような市場環境のなか、情報システム事業におきましては、パチスロ活性化に対して「Ｂｉ

ＧＭＯ」や低貸玉営業における差別化の動きに対して「楽ｐａｓｓ」などの店舗における活用提案

を推進いたしました。 

制御システム事業におきましては、物作りの改革を目指して開発業務の品質向上と効率を追求し、

遊技機のソフト、ハードの企画提案に努めました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高263億42百万円（前年同期比35.5％減）、

営業利益５億88百万円（同86.6％減）、経常利益６億80百万円（同85.2％減）、四半期純利益47百

万円（同98.0％減）となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 

（情報システム事業） 

当事業の第３四半期連結累計期間は、ＭＩＲＡＩＧＡＴＥネットワークを活用したホール経営を

支援する窓口となる「ＣⅡデスク」や迅速かつ的確なメンテナンスに対応するための「メンテナン

スデスク」の価値を高め、ホールコンピューティングシステム｢ＣⅡ｣の導入を提案いたしました。

また、パチスロ活性化に対して、遊技機の楽しみを広げるコンテンツ表示や音声演出を加えた情報

公開機器「ＢｉＧＭＯ」や低貸玉営業における差別化の動きに対して、ファンの利便性向上を追求

した台毎計数システム「楽ｐａｓｓ」などの店舗における活用提案を推進し、ＭＩＲＡＩＧＡＴＥ

ネットワークの普及を進めましたが、新規出店等の大型の設備投資は引き続き低調でした。 

この結果、売上高は193億88百万円（前年同期比8.6％減）、営業利益は32億30百万円（同21.0％

減）となりました。 

 

（制御システム事業） 

当事業の第３四半期連結累計期間は、遊技機のソフト、ハードの企画提案に努めましたが、ＡＰ

ＥＣ開催に伴い遊技機入替が自粛されたことや、パチンコ遊技機の内規改正に対応するため開発期

間が延長したこと等により、機種数および販売台数が大幅に減少いたしました。 

この結果、売上高は58億26百万円（前年同期比68.9％減）、営業損失は13億57百万円（同33億７

百万円減）となりました。 

 

（アミューズメントコンテンツ事業） 

当事業の第３四半期連結累計期間は、コンシューマゲームにおいて、昨年、海外メーカーから受

注したゲームソフトが高い評価を受けたことにより、開発受注が増えました。また、元気オリジナ

ルゲームとして「高橋書店監修 最頻出！SPIパーフェクト問題集DS 2012年度版」を発売いたしま

した。携帯コンテンツは、mixiやYahoo!モバゲーに続きＧＲＥＥへも提供を始めました。 

この結果、当事業の売上高は11億68百万円（前年同期比26.7％増）、営業利益は52百万円（同２

億30百万円増）となりました。 

 

（注）セグメントの業績の金額には、セグメント間取引が含まれております。 
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、業績が低調に推移したことや納税、配当の支払

があったことにより前連結会計年度末に比べ39億88百万円減少の456億52百万円となりました。 

流動資産では、主にたな卸資産は増加しましたが現金及び預金が減少したことにより、前連結会

計年度末に比べ56億53百万円減少の289億29百万円となりました。 

固定資産では、主に設備投資等により前連結会計年度末に比べ16億64百万円増加の167億22百万

円となりました。 

負債では、主に仕入債務や未払法人税等の減少により、前連結会計年度末に比べ30億４百万円減

少の192億56百万円となりました。 

純資産では、主に利益剰余金の減少により、前連結会計年度末に比べ９億84百万円減少の263億

96百万円となりました。また、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ2.6ポイント上昇の57.7％

となりました。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年５月10日に公表いたしました通期の業績予想を下記の通り修正いたしました。 

 

     (単位：百万円) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 46,000 2,900 3,000 1,200 81.17円

今回修正予想(B) 38,400 800 900 △100 △6.76円

増減額(B-A) △7,600 △2,100 △2,100 △1,300 －

増減率(％) △16.5 △72.4 △70.0 － －

(ご参考)前期実績 

(平成22年３月期) 
51,857 4,626 4,903 2,347 158.76円

詳細につきましては、本日別途公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照

下さい。 

 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更 

「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 

平成20年３月31日）を適用しております。 

これにより、営業利益及び経常利益は6,915千円、税金等調整前四半期純利益は36,530千円、そ

れぞれ減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は、90,063

千円であります。 
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３．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,849,473 18,926,618

受取手形及び売掛金 9,612,360 9,738,583

有価証券 30,300 －

商品及び製品 2,982,209 3,320,901

仕掛品 402,771 509,642

原材料及び貯蔵品 2,480,168 1,516,614

繰延税金資産 29,101 248,915

その他 584,444 365,820

貸倒引当金 △41,238 △44,476

流動資産合計 28,929,591 34,582,619

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,943,776 2,956,016

土地 4,390,713 4,390,713

その他（純額） 2,307,089 1,253,874

有形固定資産合計 9,641,579 8,600,604

無形固定資産   

ソフトウエア 1,517,701 1,448,278

その他 38,134 39,177

無形固定資産合計 1,555,836 1,487,455

投資その他の資産   

繰延税金資産 2,228,788 1,488,728

投資不動産（純額） 895,218 904,932

長期預金 600,000 900,000

その他 2,014,745 1,890,976

貸倒引当金 △213,253 △213,962

投資その他の資産合計 5,525,499 4,970,674

固定資産合計 16,722,915 15,058,734

資産合計 45,652,506 49,641,354
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(単位：千円)

当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,956,465 11,449,846

短期借入金 4,525,000 4,625,000

1年内返済予定の長期借入金 400,000 400,000

未払法人税等 392,991 1,838,347

役員賞与引当金 59,783 238,223

資産除去債務 84,000 －

その他 2,555,266 2,363,877

流動負債合計 17,973,506 20,915,294

固定負債   

長期借入金 600,000 800,000

退職給付引当金 114,914 69,908

役員退職慰労引当金 315,912 291,051

資産除去債務 62,315 －

その他 189,820 184,289

固定負債合計 1,282,963 1,345,248

負債合計 19,256,469 22,260,543

純資産の部   

株主資本   

資本金 674,000 674,000

資本剰余金 680,008 680,008

利益剰余金 24,986,197 25,973,100

自己株式 △628 △491

株主資本合計 26,339,578 27,326,617

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 4,865 4,621

評価・換算差額等合計 4,865 4,621

少数株主持分 51,593 49,571

純資産合計 26,396,036 27,380,811

負債純資産合計 45,652,506 49,641,354
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(2) 四半期連結損益計算書 
   第３四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 40,814,944 26,342,247

売上原価 27,944,113 17,322,297

売上総利益 12,870,831 9,019,950

延払販売未実現利益控除 － 5,552

延払販売未実現利益戻入 11,365 11,365

差引売上総利益 12,882,196 9,025,762

販売費及び一般管理費 8,498,332 8,437,390

営業利益 4,383,864 588,371

営業外収益   

受取利息 17,592 18,429

受取配当金 5,697 5,765

受取ロイヤリティー 56,571 46,030

不動産賃貸料 79,750 60,070

その他 154,901 47,512

営業外収益合計 314,513 177,808

営業外費用   

支払利息 47,465 34,743

修繕費 － 19,500

その他 51,951 31,428

営業外費用合計 99,416 85,673

経常利益 4,598,961 680,506

特別利益   

固定資産売却益 210 4,700

貸倒引当金戻入額 14,327 －

その他 － 1,206

特別利益合計 14,537 5,907

特別損失   

固定資産売却損 9,830 8,411

固定資産除却損 85,005 24,320

貸倒引当金繰入額 19,150 －

災害による損失 － 26,234

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 29,615

その他 2,502 1,260

特別損失合計 116,488 89,841

税金等調整前四半期純利益 4,497,010 596,572

法人税、住民税及び事業税 2,022,538 954,602

法人税等調整額 126,308 △408,007

法人税等合計 2,148,847 546,595

少数株主損益調整前四半期純利益 － 49,977

少数株主利益 1,568 2,021

四半期純利益 2,346,594 47,955
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(4) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 情報システム事業 

(千円) 

制御システム事業

(千円) 

アミューズメント

コンテンツ事業

(千円) 

計 

(千円) 

消去又は全社 

(千円) 

連結 

(千円) 

売 上 高   

(1)外部顧客に対する 

売上高 
21,195,034 18,704,273 915,636 40,814,944 － 40,814,944

(2)セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
15,510 2,283 6,661 24,455 (24,455) －

計 21,210,544 18,706,556 922,298 40,839,399 (24,455) 40,814,944

営業利益又は 

営業損失(△) 
4,087,484 1,949,416 △178,114 5,858,786 (1,474,921) 4,383,864

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分の主な製品 

(1) 情報システム事業 

ホールコンピュータ、景品顧客管理システム、情報公開システム、工事収入等 

(2) 制御システム事業 

表示ユニット、制御ユニット、遊技機に使用される部品等 

(3) アミューズメントコンテンツ事業 

アミューズメント関連ソフト等 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

在外連結子会社及び在外支店がないため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

【海外売上高】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 
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【セグメント情報】 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社は、事業内容別のセグメントから構成されており、「情報システム事業」、「制御システム事業」

及び「アミューズメントコンテンツ事業」の３つを報告セグメントとしております。 

「情報システム事業」は、主にパチンコホール向けコンピュータシステム、景品顧客管理システム、情

報公開システムの開発・製造・販売をしております。「制御システム事業」は、パチンコ遊技機用表示ユ

ニット、制御ユニットの開発・製造・販売、パチスロ遊技機の企画・開発・製造・販売並びに遊技機に使

用する部品の販売をしております。「アミューズメントコンテンツ事業」は、アミューズメントソフト及

びアミューズメントコンテンツの企画・開発・販売をしております。 

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

（単位：千円） 

報告セグメント 調整額 
 

情報システム事業 制御システム事業
アミューズメント

コンテンツ事業
計 (注１) 

四半期連結損益

計算書計上額 

(注２) 

売 上 高   

外部顧客への売上高 19,362,889 5,821,407 1,157,950 26,342,247 － 26,342,247

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
25,283 4,832 10,200 40,315 △40,315 －

計 19,388,172 5,826,239 1,168,150 26,382,563 △40,315 26,342,247

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
3,230,177 △1,357,694 52,188 1,924,671 △1,336,299 588,371

(注) １ セグメント利益の調整額△1,336,299千円には、セグメント間取引消去△5,050千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△1,331,249千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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